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研究主題

「人間としての在 り方生き方についての自覚を深め、偵 己を生かす能力を養 う指導の工夫」

1は じめ に

生徒 は、学校 における基礎的 な生活集団 であるホームルームを基盤 に、ホームルーム活動

をは じめ とす る学校生活 における様 々な活動 に参加 している。 そ して、学校生活を共に過 ご

す 中で、個人 として また集団の一員 と して、望 ま しい人 間 としての在 り方や生 き方 について

学んでい る。 そのため、教師は、生徒が人間 と しての在 り方生 き方 にっいての 自覚を深め、

自己を生か し、 自己実現を図るとともに、豊かな人 間関係を築 くことが で きるよ う、十分 な

生徒理解を基 に して生徒に適切 な指導 ・援助をす る必要が ある。

自己実現 とは自己の可能性を現実化す ることであ り、人間だれ もが もつ、基本的な生命欲

求であ る。 それで は、生徒 の自己実現 を援助す るため、教師 に望まれ る資質 はどのよ うな も

のであろ うか。

例 えば、学校行事のマラソ ン大会 でタイムを少 しで も縮め ようと努力す る生徒 の姿が、 ま

さに 自己を実現 してい こうとす る姿 である。 この時、沿道や ゴールで 「もうす ぐだ1」 「頑

張れ1」 と励 ま して くれる教師がいれば、生徒 はなお一層の努 力を続 ける。 この場合、疲れ

て挫 けそ うにな る心 を励 ま し、支えて くれ る教 師が いることが 、努力の継続を可能 にす る。

また、教師の 「声 のか け方」や 「手のたた き方」等 は、生徒 のやる気や走 り方 を左右す る。

この ことか ら、教 師が生徒の 自己実現を援助す るため には、生徒への愛情 が満ちて いること

と専門性を備 えて いる ことが必要で あると考え られ る。

本研究 にあた っては、生徒 が人 間と しての在 り方生 き方 につ いての 自覚を深 め、 自己実現

に向 けて努力す るための要素 ・要因 は何 か、 また、教師のどの よ うな指導 ・助言が生徒 の 自

己を生かす能力を育成で きるのかを探究 したいと考 え る。

1研 究のね らい

物質的豊か さや情 報の氾濫 に押 し流 されて、人 間 としての在 り方生 き方 についての 自覚

が不足 し、 自己を生かす能力が十分 に育成 されていない生徒が多 く見 られ る。そのため、

教師はまず、ホ ームルームが生徒指導、進路指導 、道徳教育な どの計画的 ・組織 的な指導

の場 であることを認識 しなければな らない。 その上で、特別 活動全体の 目標であ る 「望 ま

しい集団活動 を通 して、心身の調和の とれた発達 と個性の伸 長を図 り、集団の一員 として

よ りよい生活を築 こうとす る自主的、実践的 な態度を育て るとともに、人間 としての在 り

方生 き方 にっいての 自覚を深め、 自己を生かす能力を養 う」(高 等学校学習指導要領)こ

との実践に努 めなければな らないと考え る。

しか しなが ら、 ホームルーム活動における 「人間 と しての在 り方生 き方の教育」の指導

に関す る実証的 ・実践的な研究 は十 分 とは言いがたい現状 にある。そ こで本研究 は、生徒

の意識につ いて ア ンケー ト調査を行 い、集計結 果の分析 ・考察か ら、ホームル ーム活動 に

お ける 「人間 と しての在 り方生 き方 にっ いての 自覚 を深め、 自己を生かす能力を養 う指導

方法」を探究す ることとした。また、 ホームルーム活動 にお ける指導の工夫 について提言

を行 い、研究員の実践 した指導事例を紹介す る。
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2研 究の背景 と主題設定 の理由

ホームルームは学校 における生徒 の基礎的な生活集団 として編 成され、親密 な人間関係を

育成す る場である。 したが って、ホームルーム活動の充実改 善を図ることは、生徒の学校生

活全体への適応 を図 り、心身の健全な育成 を目指すために大 きな意味を もっている。

そのため、ホームルーム担任 は、 ロングホームル ームや 日常生活を通 じて人間関係 を深め

させ ることが肝要であ る。 さらに、生徒 の実態を十分に把握 して指導 ・助言を行い、生徒の

積極的 な活動 意欲の育成に努め ることが重要であ る。 また、生徒一人一人の理解 に努 あ、個

別 の相談 にの るなど、積 極的 に生徒 との入間的な交流を図 ることが大切で あると考え る。

本年度研究員は、生徒 に人間 と しての在 り方生 き方 についての 自覚を深め させ、 自己を生

かす能力を養 うためには、次の ことが重要であると考えた。

(1)生徒一人一人の興味 ・関心を喚起 し、 自己理解を深め させ る。

(2)生徒一人一人 に自主的 ・実践的な活動 の場を与え る。

なぜな らば、学校教育において は、生徒一人一人の豊かな人間性を培 うとと もに、主体的

に自己実現を 目指す力を育て ることが大切であ るか らであ る。

そ こで、本研究では、 「人間 としての在 り方生 き方 にっいての 自覚を深め、自己を生かす

能力を養 う指導の工夫」を研 究主題 と して設定 した。

3研 究の進め方

本調査を実施す るに当た って、生徒の意識 と実 態に関す る先行研究 ・文献 よ り、 「生徒が

人間 と しての在 り方生 き方 についての考えを どのよ うに確立 してい くか」の観点か ら質問項

目を検討 した。質問項 目の検討後 、生徒の人生観 、職業観、 自己理解 に関す る基本的 な考え

方 にっいて考察 し、予想 され る範囲 を面接調査時の質問項 目と して設定 した。

次 に研究員各 自が前述の質問項 目を基 に所属校生徒 と面接調査を実施 し、その結果を もち

寄 って4領 域、47項 目の質問紙を作成 した。作成 した質問紙の母集団 は、研 究員所属の各

学年生徒2～3ク ラスを無作為に抽 出す る無記名、群別抽 出法を用いた。 なお、科別 、性別

の区別 に関 して は配慮を加 えていない。研究員の所属校が全都 にわた り、校種 も多様 なため

調査結果に偏 りが生 じない もの と考え られ るか らであ る。

次 に研究員の所属校でア ンケー ト調 査を実施 し、集計結果の分析を基 に してホームルーム

活動 における指導方法の工夫を提言 と してまとめ、提言にそ った実践 を行 った。

これ らの提言 および実践 事例が、各校において生徒の入間 と しての在 り方生 き方について

の 自覚を深め、自己を生かす能力を養 うための特別活動の指導の参考 となれば幸甚 であ る。

4研 究の経過

①5/15工 芸高校 研究主題 の決定 ⑥10/6目 黒高校 実践事例の報告

②6/9保 谷高校 研究内容の検討 ⑦11/6田 園調布高校1次 原稿提 出

③7/6日 本橋高校 質問紙集計 ⑧11/28杉 並工業高校 原稿検討

④8/22御 岳研究集会 調査分析および ⑨12/8永 山高校 最終原稿の作成

～24考 察 ⑩1/22雪 谷高校 発表会準備

⑤9/14雪 谷高校 実践事例の検討 ⑪2/13都 研 研究発表
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ll調 査結果から見た生徒の意識と実態

高校生の在 り方生 き方 につ いての意識調査を

研究員の勤務校9校 で実施 した。 ア ンケー ト調

査の回答数 は右の表の通 りである。

なお、 グラフの数値の単位 はすべて%で ある。

吃 蝉 男 子 女 子 合 計

1年 445 336 781

2年 344 243 587

3年 413 303 716

全体 1202
..

2084

1自 己理解 につ いて

(1) 「あなたは クラスにとってr必 要 』

とされていますか」(図1)

8割 以上 の生徒が クラスにおいて 自

分 はr必 要』 とされて いない と考えて

いる。生徒に 自己有用感を もたせ るた

め、集団の一員 として 自 らの能力を発

揮で きる機会を設 ける指導の工夫が必

要で ある。

1年男子

2暢 子

3年男子

(図1)あ なたはクラスにとって「必要」

とされていますか

1年女子蕪、一

2年 女子1,

「あなたは クラスで希望 しない係 ・委 員

に選ばれた らど うしますか」(図2)

3年好i.'翻霧灘i一

(2)

約半数の48%の 生徒が 「断る」姿

勢 を示 して いる。組織の中で一人一人

の役割意識が大切 であるに もかかわ ら

ず、消極的な生徒が多 い。 また、係 ・

委員の仕事 にあ まり興味を もっていな

い生徒 も多 いと考 え られ る。係 ・委員

の仕事の意義や必要性 を認識 させ、や できるだけ断る(35.4X

りが いが感 じられ る係 ・委員の活動 に

な るよ う指導を工夫す る必要があ る。

Eヨ思う 薗 やや思う 囲 あまり思わない ■思わない

〔図2)希 望しない係 ・委闘に選ばれた

場合あなたはとうしますか

方なく引き受ける(38礪,

(3)[あ なたは今・充実感を感 じてし・ま凱 また何に一番充実感を感 じていますか」[

充 実 感 を感 じて い る と回 答 した生 徒 は全 体 の53%で あ る。 充 実 感 を感 じて い る生 徒 の 中

で次 の もの が 上 位 を 占 め た。 「友 達 」(28.9%)、 「部 活 動 」(22.9%)、 「趣 味 」

(19.3%)、 「授 業 ・勉 強 」(7.4%)

(4) 「あ なた は、 自分 の 長 所 、短 所 を 理解 して い ます か 」

(図3m、 図3-B、 図3-C、 図3-D)

自分の長所を理解 して いると回答 した生徒 は5割 ほどであるの に対 し、短所 を理解 してい

るとい う生徒 は男子で75%、 女子で90%も いた(図3m、 図3-B)。 自分 自身に対

す る自己評価が低 く、その結果、 自己を生 かす能力を発揮す る ことに消極的 になって しまう

傾 向にあ る。 自分 のよさを見つ けさせ る指導 の工夫が必要 である。
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男子

女子

(国3-A)あ なたは目分の長所を理解

してい:ro・

霧

男子

女子

(図3-B)あ なたは自分の短所を現解

してい緊アか

四 朋 してる ●4P71A1し てる ●asou解 してない ■ 朋 してない 翅 環肌 てる 圏 やや現肌 てaeあ 帥 顧 してない 巳顧 してな・・

そ こで、 「今、充実感を感 じている」 と回答 した生徒 と、そうでない生徒の 自分の長所、

短所 の理解の相関につ いて調べてみた(図3-C、 図3-D)。 長所 につ いて も短所につい

て も、 明 らかに充実感を感 じてい る生徒の方が 自分 にっいて よ く理解 してい ることが分か る。

(図3-C)(図3-D)

臼分の畏所を現窮してい敦すか 自分の鯨 を窺鮮してい塞すか

嬢じている

R

感

感じていない

%%

箋

鯵じている

妻
e

Gじ ていない

E]璽解してる 固 やや遷解してる 國 あまり理解してない 瓢現解しrRい 翅 現解してる 困4や 堰解してる 翅 あまりコ卿してない ● 現解してない

(5)考 察

自己を理解す るということは決 してたやすい ことで はないが、 自己に対す る理解が深 まる

ことで 「自分 らしさ」が育 ち、 さらに他人に対す る思いや りが生まれ る。生徒 の中には、主

観的 な見方 ・考え方だけで 自分の意見を貫 き通 そうとす る者が よ く見 られ る。相手の立場 に

立 ち、客観的な見方 ・考え方を養 うことが必要であ る。 ホームルーム、学年、全校の集団の

中で、他者の考えや価値観に触れ ることによ り、 自己の考えを深化 し、 自らの在 り方 生 き方

の 自覚を深め、 自己実現を図 ることが できるよ うな指導の工夫が必要である。

2進 路 について
{●4)あ なたがのなののちヒにスサした

(1)「 あ な たが現 在の 高校 に入 学 した理 由 舳はter#か

は何ですか」(図4)

「と りあえず入学 してそれか ら進路の

ことを考えたい」 とい う回答が33%と

最 も多 い。 自分の進路 について、真剣に

考え、高校に目的意識を もって入学す る

ことを理想 とすれば、 この結果 は軽視 で

きない。現在の 自分の在 り方を将来の 自

分の在 り方生 き方にっなげて考え させ る

指導 の工夫が必要であ る。

1年

2年

3年

Z1圏2,;3囮4團5咀6

1.看 望の竃釜に蕊くための類識・勧 ・控蚤を身tっけるため4・ 高使卒業の資機を聖るため

2.大 孚凄宇のtq5.ク ラフ◎話勇、字使行事に魅力があった◎で

3.と りあえずλ宇して、そaから幽 を考えるため6.そ 侃
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(2) 「あなたが将来希望す る職業 はは っきりしていますか」(図5)

学年がすすむにつれは っきりして

くるのは当然 と思われ るが、3年 生

で も3分 の1の 生徒がは っきりして

いない と回答 して いる。 これは職業

につ いての意識が低 く、また職業観

を育 てる機会が少ないたあ と考え ら

れ る。高校入学時 と同 じよ うに 「取

りあえず進学 してそれか ら職業 にっ

いて も考え る」 とい った考えの生徒

も少 な くないので、単 なる出口の指

導 にな らないよ うに指導す る必要が

ある。

1年 男子

2年 男子

3年 男子

1年 女子

2年 女子

3年 女子

(図5)あ なたが将来希望する職業が

はっきりしていますか

Zし ている 圏 ややしているZあ まりしていない 圃 していない

(3)「 高校での進路指導 につ いて必要だ と思 うことは何 ですか」(図6-A、 図6-B)

この設問には① 「進路の情報」、② 「面接小論文指導」 、③ 「社会人 と しての心構え」、

④ 「自分 の能力や適性を学ぶ機 会」、⑤ 「職場見学 などの機 会」、⑥ 「先生 と相談 す る機

会」、⑦ 「先輩の話 を聞 く機会」、⑧ 「就職 してか ら役立っ資格を学ぶ機会」 とい う8項 目

で その必要性を回答 して もらった。
(●6-A)

ほとんどの項 目につ いて7割 以上 灘 簑蟹言霧 て蝦

の生徒は 「必要である」 と回答 して
　とおのやガ

い る。 しか し多 くの生 徒 はや らな い ②面接.轍 瀦

よ りや って くれ た方 が い い とい った ③社会人としての囎・

程 度 の考 え で この結 果 に な った と も ④自分の適性
　ぼむ　ギのね　

考 え られ る。 一 つ一 つ の 項 目につ い 銑生、相談。.

て 、 そ の意 義 を きちん と説 明 し、 理 ⑦先輩の話を聞く

⑧就職して役立つ資格

解 させて指導す る必要があ る。

また、専門学科の生徒 と普通科の

生徒 との比較ではそれ ほど大 きな差(図6-B)饗 鰐 譜 思うもの

は見 られ なか ったが、 「職場見学の60

機会 」の項 目につ いては他 の項 目よ50

り大 きな差が見 られた(図6-B)。

専門学科では、職場 を見学す る機会 、。

が普通科 より多 い。専 門学科の生徒 、。

が 「職場見学 の機会」 の必要性を感
io

じていることは、職業意識を高め る
0

指導 として参考 になる結果であ る。

陽 普通科 図 聰彙科
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(4) 「あなたが職業を決め る上 で一番重視 する もの は何ですか」(図7)

7割 近 くの生徒が 「仕事の内容」を選んでいる。非常に多岐 にわた る職種の中か ら自分に

適 した ものを選択す ることは容易 なことではない。ただ、 「○○会社に入れば よい」 とい う

ので はな く、 「そ こで何を したいのか」を考 えさせ る指 導の工夫が必要で ある。

(●a)あ なたが職婁を決める上で一番

重筏するものは何ですか

3(7蹄

1.賃 金

2.仕 事 の内容

3.仕 事 の時間 や休 田な との就業 条件

4.会 祉 の将 来性

5.そ の 他

(5) 「あなたの職業 につ いての考え方 や感 じ方で一番近い もの は何ですか」(図8)

6割 近 くの生徒が 「自分の個性 や能力を生かせ る仕事を して、生 きが いを見 いだ したい」

と回答 している。 自己の能力を生かす ために も、自己をよ く理解 し、生 き方 についての自覚

を深 める ことが大切で ある。

4(11.65)

3(6.7

(図8)あ なたの蔵業についての考え方や

感じ方で一番近いものは何ですか

6(2.65)

1

ジ/葦 醐

1.自分の麗 催力を生ひセる仕事をして、監きカ「いを見い芝し陛い

2`できる芝腹入の多い仕事をして、経満町に塁trな生活をし庭い

3.鍾会のEOIAOkめC&立っ佳麩しτ◎置44C貢醜し£恥

4.PAt安 窒し姓 瀧熱盤 うCLkH

5。置蓼謹自分0塗話ガ響逝仁でき乙磁 仁して亀臼葺囎自塗時聞を電り,塗話を聖し$FIB

6.そ侃

(6)考 察

現在 の高校生の特性 や進路の多様化 に対 し、教師 は画一的な指導で対応す ることは難 しい。

特 に進路指導 にっいては、生徒一人一人の個性 を尊重 し、在 り方生 き方 につ いての 自覚 を深

め る指導が必要であ る。通 りい っぺんの出 口指導 にな らないように、 これか らはホームルー

ム活動等を通 して、① 自分を正 しく理解 させ、②望ま しい職業観 、勤労観を身に付 けさせ、

③将来 の生 き方にそ った生活設計を立て させ る、指導の工夫が必要であ る。

3ボ ランテ ィア活動 について

(1)「 あなたはボラ ンテ ィア活動 に参加 したことが あ りますか」

ボラ ンテ ィア活動 に参加 した ことが あ る生徒 は、1年 生45%、2年 生37%、3年 生

28%で あ った。 これは、近年中学校 でボラ ンテ ィア活動 を経験 させ る機 会が多 くなった結

果 と考え られる。
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(2) 「ボラ ンテ ィア活動 に参加 した一番の理 由は何ですか 」(図9)

一番多か った回答は 「学校行事にあったか ら」 とい うことであ る。ボラ ンテ ィア活動の動

機付 けと して、学校の取 り組みが重要な役割 を担 ってい ると考え られ る。

(図9)

ボランテ ィアに参艇 した理密雛阿ですか

全体

1隼

2#

3#

1

9
一
3

4
6
eO

4
U

学校行事にあ った か ら

クラ ブ活勤にあ ったか ら

地塘活動の一環 と して

友人 ・知人か らす すめ られ たので

輿味 ・関心があ ったので

その他

eヨLEコ2璽3四4圃556

c3a 「あなたの人生 にボラ ンテ ィア活動

は影響 を与えていると感 じられ ます

か」(図10)

ボラ ンティア活動 に参加 した生徒の

半数が 「感 じられない」 と回答 してい

る。本来のボラ ンテ ィア活動の意 義を

よ く理解 させ、参加 しただけの ものに

な らないよ う指導を工夫す る必要が あ

る。
あまり感じられない(狛6Z

「ボランティア活動 によって 自分が

一番影響を受 けた ことは何ですか」

(図11)

(図io)あ なたに人生にポランテイア

活●は影●を与えていると感暮ら施雲すか

8.21)

や感 じられる(3監 §曝}

(4)

ボラ ンテ ィア活動か ら影響を受けた

と感 じて いる生徒の うち 「自分で も社

会の役 に立て るとい う実感がわ くよ う

にな った」 と回答 した者が最 も多 く、

大変意味のあ る結果だ と思 われ る。 自

分に対 し、長所をあ まり理解せず、 自

己有用感を感 じて いない生徒が多い中

で、 自分 に自信を もち、 自己の存在感

を意識 させ るボラ ンテ ィア活動 にな る

よ う指導を工夫す る必要がある。

全体

1年

2年

3年

(図11》
ポランディア活揃によって白分が一番

闘 を受けたことは伺です自P

Z]1医 ヨ2圏3Z4團5■6

1.顧手Oi16SUgYるように媛4.今 まで"らな}っ庭豊昇を聾ること『できるようになった

2.粗手に鴛して9い?りヴもてるよう【な,た5.㎜?孚 櫛 τはな{1ことを聾ることガでさた

3漕3ても搬鍬 鋏る静う鶏saくように媛6.そ0陰
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(5) 「あなたは今後 もボラ ンテ ィア活動を続 けますか」

ボラ ンティア活動 に参加 した ことのあ る生徒の うち約8割 の生徒 は 「続けて もよい」(自

分一人で も続 ける・…7%、 暇が あれば続 ける… ・36%、 友人 と一緒であれば続 ける… ・

15%、 学校行事な らば続 ける・…20%)と 回答 してお り、その体験をいかに自分の生 き

方に生か し、人間性を高めるか、 とい う観点 を指導の申に取 り入れ る必要がある。

(6) 「ボラ ンティア活動 に、興味が ない理由は何ですか」(図12)

「ボラ ンティア活動 に興味がない」 と回答 した生徒は全体の46%ほ どであ った。 その理

由 は 「ど うい うものがあるのか分か らないので(情 報の不足)」 、 「今 までにや ったことが

ないので(経 験の不足)」 で、約半数を 占めて いる。情報の提供や、活動の場 を積極的に増

やす工夫が必要であ る。

(図12)ボ ランティアに興味がない理由

紋醒ですカ㌔

30

25

zo

51

10

5

"

zs.7

…h

zo.s

二

/

且5.6

一

a--
5.05.25.0 〆

彦
,

笏 一一 一
瘍 ε・7皿

鰯笏膨膨
奪 毒 奮`

22345678

1.ヒうaうものがあるむ舜力ら$Uので(情報の不足)

.今までにやったことがな騒のτ

.やる意味が分からないので

.窯血くさいので

.お金がも5えないので

.つみL淑る・シったる{}のだ

7.自 分の自由な詩固がなくなるので

8.そ 疏

(7>考 察

ボ ラ ンテ ィア活動 は、 自らの在 り方生 き方 を考え、また他人に対す る思 いや りを もち、 さ

らには 自己有用感を獲得す るよい機会 にな ると考え る。 また、社会的 に弱 い立場 にある人た

ちを本当に理解 し、力になることがで きる喜 びを体得 させ ることは、在 り方生 き方 の教育の

大 きなね らいである。 さらに、そのよ うな世界 を知 ることにより、生徒 は自分の人生観をよ

り一層幅 の広 い もの に してい くと考え られ る。

ただ し、 ボラ ンティア活動 は自分の人生に影響を与えていないと感 じて いる生徒が約半数

いることも事実 であ る。 ボラ ンティア活動 の意義 について十分 に理解 させ、一人一人の生徒

にとって魅力が あ り、や りがいのある活動 となるよ う指導す る必要が あ る。

4生 き方 につ いて
ぐロロゆ 　 じなってあなたのまあ

(1}「 高校生 にな ってあなたの生 き方 に影響 勘 瞭 搬糊 働の
を与えた もの は何ですか」(図13),,

この設問は① 「友人」、② 「クラブ」、

③ 「教師」、④ 「塾の先生」、⑤ 「恋人」、

⑥ 「家 族」 、⑦ 「地域 の大 人」 、⑧r本

(含 マ ンガ)」 、⑨ 「アル バ イ ト」 、⑩

rTV・ ラ ジオ ・映画」の10項 目につい

てそれぞれ影響を受けた度合いを回答 して
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もらった。

「友人」で は半数以上の生徒が影響を受け

たと回答 してい るが、全体的 には 「家族」、

「教師」、 「地域の大人」な ど自分の まわ り

の者か ら影響を受けた度合 いが低 い。異世代

との人間関係が薄 く、地域社会 との連帯 ・親

密性が低下 してい ると考え られ る。

4ぴ¥

30

zo

10

(2) 「あなたは将来 どうい う人生 を送 りたい

と思 いますか」(図14)

全体 的に見 ると、 「趣味にあ った」、 「の

んび り生 きる」、 「毎 日を楽 しく生 きる」 と

い った項 目で7割 近 くを占めている。

0

1図14)あ なたは将来とういう人生を
送りたいと思いますか

35.0

21.3

易11.9

}}

12.2

一 一『 一 一 一

3.3 3.93.2 3.8

2.0
D.3

一
⊥ /

i2ム4S合 う き 9 】b

.趣味 にあったs.有 名 になる

.仕事 に打 ち込 む7.学 問 に打 ち込む.

.のんび り生き る8.家 庭を 大切 にする

.世のため 人のために尽 くす 9.毎 日を 楽 しく生 きる

.財 産 を築 く10.そ の 他

(3) 「あなたが先生に一番教えて欲 しい こと

は何です か」(図15)

「その他」の項 目の大半 は 「特にない」 と

回答 してお り残念な結果 である。今後 の課題

としなければな らない。注 目したい ことは4

分 の1に あたる生徒が 「人間 と しての在 り方

生 き方」、 「先生の人生観」を選 んいること

で ある。教師 と して、教科指導 はもとよ り、

人 間と しての在 り方生 き方の教育 につ いて も

十分 な指導が行え るよ うにす ることが必要で

あ る。

(4)考 察

全体

1年

2年

3年

(図15)あ なたが先生に一番教えて

ほしいことは何ですか.

Z教 科 ・授桑 團 這路について 圏 人闇のあり方生き方Z先 生の人生観

團 社会常識 ■ その他

青年期 は、 自らの行動 は自 ら選択決定 したいとい う欲求が強 まる一方で、 自分の将来の生

き方や進路 について不安を もちなが ら模索す る時期 である。 しか し、生徒 は、経験や情報の

不足か ら、 自ら適切な判断を下す ことが困難な場合が多 い。そのため刹那的 な考えや 自己中

心的な考えが優先 されて しま うことに もなる。 したが って、教 師は在 り方生 き方の教育 に積

極的に取 り組み、様々な機会 を通 して生徒 との コ ミュニケ ーシ ョンを図 り、生徒の 「自己を

生かす能力」を養 う指導 を工夫 し、実践 してい く必要があ る。
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皿 調査結果に基づいた考察と提言

一 「人間としての在 り方生き方」を串心に据えたホームルーム活動への提言 一

1人 間 と しての在 り方 生き方 に関する教育の必要性

現代 は、少年非行の低年齢化や高等学校中途退学者の増加にみ られ るよ うに、生徒 の意

識や生活 は大 きく変化 して きて いる。 また、学習指導要領では 「人間 と しての在 り方生 き

方に関す る教育 を学校の教育活動全体 を通 じて行 う」 ことを求めてい る。

調査結果によれば、 「自分の短所を理解 してい るか」の設問に肯定的な回答を した生徒

は約半数であ ったが、 丁自分の長所を理解 してい るか」の設問に肯定的な回答を した生徒

は約2割 であ った。 この 自己評価の低 さは、 自分に 自信が もてないことの現れであろ うか。

「先生 に一番教えて欲 しい ことは」の設問に対 して、 「進路につ いて」 と 「人間 と して

の在 り方生 き方 」 という回答が多か った。 また、 「将来希望す る職業」にっ いて は、3年

生で も約3割 の生徒が はっきりしない と回答 してい る。 この ことは、生徒 たちは、マスメ

デ ィアの影響によ って間接体験 は豊富であるが、豊か な直接体験 の機会を失 いつつ あるこ

と、多様な価値観 の中で、 自己の進路を選択 ・決定す ることが困難 な状況にあることを意

味 しているのではなか ろうか。

生徒が進路の選択 ・決定を行 うには、前提 と して 自己理解を深めること、それ に基づい
'て 職業や 自分の進路 に

つ いて学ぶ こと、そ して進路選択 に対す る見通 しと具体的 な手だて

を現実的に考え るという過程 を経な ければな らない。生徒 は、教師 に対 して、 日常の教科

指導 は もとより、 「人間 と しての在 り方生 き方」の指導 を求めていると考え られ る。

以上の ことか ら、生徒が 目的意識を もち、生 きがいを もって学校生活を送 るためには、

学校の教育活動全体 を通 じて、 「人間 と しての在 り方生 き方 に関す る教育」に取 り組む必

要があ ると考え る。

2な ぜホーム ルーム活動なのか

「人間 としての在 り方生 き方 に関す る教育」 は、学校の教育活動全体を通 じて行われ る

ものであ る。特別活動の 目標は、 「望 ましい集団活動 を通 して、心身 の調和 の とれた発達

と個性の伸長を図 り、集団の一員 と してよ りよい生活を築 こ うとする自主的、実践的な態

度 を育て るとと もに、人間 と しての在 り方生 き方 についての 自覚を深 め、 自己を生かす能

力 を養 う」で あるが、特 にホームル ーム活動 は、それを深化 ・統合す る場 として重要な役

割を担 っている。 しか し、現実 にはホームルー ム活動 の内容が、担任か らの連絡、席替え、

レク リェー ションなどの 「人間 としての在 り方生 き方 」に関す る内容か らは遠 い もの にな

って いる学校 も少な くない。

ホームルーム集団 は、学校 における生徒の基礎的な生活集団である。 したが って、生徒

にと ってホームルームでの生活が いかに充実 した ものになるか は、重要 な問題で ある。

調査結果 によれば、 「あなたはクラスに とって必要 とされてい るか」の設問には、約8

割の生徒が否定的な回答を している。 自己有用感を もって いない生徒 にとって、 ホームル

ーム集団 は帰属意識 を もてず、魅力のない もの にな っていると考え られ る。

一10一



しか し一方で は、 「充実感や楽 しさを感 じる」の は 「友人」や 「部活動」、 「趣味」で

あ った。 また、 「生 き方 について影響を受けたの姑 だれか」の設問 には、 「友人」を選ん

だ生徒が高 い割合を示 して いる。

この ことは、つ ま らないなどと言われ るホームルーム活動が、 「人間 と しての在 り方生

き方」の指導を 中心に据 え、指導方法 を改善 ・工夫す ることによって充実 した ものへ と転

化で きること、 また、そ うすべ きであ ることを示 している。

本年度研究員 は、特別活動 の中で生徒 の主体的 ・実践的な態度の育成 に大 き くかかわる

ホームル ーム活動 に焦点を絞 り、 「人間 と しての在 り方生 き方」の指導 の工夫 ・改善の方

策を探 った。

3ホ ームルーム活動 における指導の工夫

人間 と しての在 り方生 き方 にっいての 自覚を深 め、 自己を生かす能力を養 うためには、

生徒の興味 ・関心を喚起 し、 自己理解 を深め させ、 さ らに 自主的 ・実践的 な活動 の場 を与

える ことが重要で ある。

そのために、 ホームルーム活動では何 をすればよいのであろ うか。指導 はどのよ うに行

った らよいのだろ うか。前述 の事柄を踏 まえて、以下の ことを提言 したい。

(1)自 己の価値観 を確立 させ、個人 と しての在 り方生 き方を考 えさせ る。

自分の価値観 を確立 し、 自己を形成 してい くことがで きる力を養 い、 自分 らしさを創

り上 げて い くためには、 自主的 ・実践的な討論会等を通 じて、仲間 との共感 関係の中で、

他者の考え に触 れ させ、 自分の考えを深化 させて い く活動が有効で ある。

討論会 を実施す るにあた っては、 自 らの考えを深化 させ る工夫が必要であ る。 また、

討論のテーマは、身近 な生活の場か らの もの、社会生活に関す るもの等を選び、個人 と

しての在 り方生 き方を考え させ るものを選定す る必要がある。

(2)自 己有用感を育て、社会の一員 として の在 り方生 き方を考え させ る。

友人か ら人生の影響を受 けた度合 いが大 きい反面 、ホームル ームでの 自己の存在価値

を低 く見て しま う生徒が少 な くない。 自分 も友人に影響を与えてい るはず であり、 自分

の影響を クラス内にとどめず、社会にまで広 げて考 え られ ることが大切 であ る。人間は

常 に他人 に関心を もち、互 いに助 け合 って しか生 きられない とい う視点か ら、 ボランテ

ィア活動 は社会 の一員 と しての在 り方生 き方 を考え させ る活動 として有効 である。

ボラ ンテ ィア活動 は、 ボラ ンティアクラ ブや有志 としての活動の例が多い。 しか し、

今後 は学校の教育活動 として位置付 け、学校全体 と して取 り組 む必要があ る。

(3)望 ま しい勤労観 ・職業観を育成 し、将来の在 り方生 き方を考 え させ る。

生徒 に主体的に進路 を選択 ・決定 させ るためには、望ま しい勤労観 ・職業観の育成が

重要であ る。そ こで、職場訪問などに早 い学年か ら取 り組 ませ ることは、将来の在 り方

生 き方 を考え させ る活動 として有効で あると考 え られ る。

職場訪問は、就職希望者 に行わせ る例が多い。 しか し、勤労観 ・職業観の育成 とい う

観点か ら、すべての生徒 に体験 させ る必要があ る。 また、進路の学習では、職場訪問 な

どで得 られた個人の経験が全体の共通財産 とな るよ うな指導の工夫が必要で ある。
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IVホ ームルーム活動の実践事例

1事 例1「 自分 ら しさの創造 」 他人の意見 ・自分 の考え 一

(1)ね ら い

多様で変化の激 しい社会のなかで人間 としての在 り方生 き方の指導 を考 えるとき、大人

文化の継承 と して 「人間 はか くあるべ きだ」 とい った一定の価値への方 向付 けを図 る指導

のみで は、価値 観の多様化、相対化に対応で きる力を は ぐくむ ことは難 しい。種 々の考 え

や価値観が幅広 く存在す る現状 においては、生徒 が 自分独 自の選択基 準、判断基準を確立

し、 それ に基づいて 自分 にとっての価値を見 出 し、個性豊かに自分 らしさを創造 してい く

ことがで きる力を育てる指導が重要にな る。 また、 自分 と異なる考えを もっ側や集団社会

の一 員 としての立場か ら自己の考えを見つめることで、 自 らが志向 した価値を相対化 して

い く力の育成 につ いて も配慮すべきであ る。

本 事例で は、題材を生徒の身近 な生活の場か ら選定 し、 「高校生の ピアスを考 える」 と

した。 「ピアスを して もよい」 とい う価値観 と、 「高校生 はピアスをすべ きでない」 とい

う価 値観をパ ラ レル に配置 し、集団活動を通 して教師、まわ りの友人た ちの考 えに触れ る

なか で、 自分の考えを確立 してい く過程を具現 させ ることをね らいと してい る。

(2)対 象:2年 生 男子21名 女子19名

対象ホームルームは、全般的 にやや積極性 にかけ るが穏やかな生徒が多 い。文化祭が終

わ り、一息つ いた1◎ 月上旬 に実施 した。

(3)方 法

活動 は、生徒が意見を出 しやすいよ う班を編成 して行 った。 自分 の考え と他人の意見が

異な った経験 を身近 な生活の場か ら各生徒に挙 げさせ、それを班 ごとに もち寄 り、班 長会

議で題材の選定 につ いて事前 に話 し合 った。 「学校 に制服 は必要か」、 「高校生 はピアス

を して はいけないのか」、 「アルバイ トは、なぜ禁止なのか」等、種 々の例が挙げ られた

が、話 し合いの結果、 「高校生の ピアスを考える」 に決定 した。

生徒が 自分の考 え、他人の意見を整理、分析 し、 自 らの考えを深化 させて い く道筋を分

か りやす くす る工夫 として、 「題材分析 カー ド」(資 料1)を 作成 し、 それ に基づいて授

業を行 った。以下 、実践の経過をた どりなが ら授業の展開を記 してい く。

① 班長会議で決ま った題材 「高校生の ピアスの是非」にっ いて、 自分 の考え、 それ と異

なる意見の主張理 由お よびその意見の理解で きる部分、理解で きない部分 を 「カー ド」

に記入す る。

② 班 のなかで各 自の内容を発表 し、互 いに意見を述べ合 う。

③ 班 ごとに話 し合 った内容 を全体の場で発表 し、 クラスの仲間の様 々な考 えに触れ る。

また、教師は必要 に応 じて異なる視点か らの意見 を述べ与え、それ らとの関連 において

自分 の考えを相 対化 させてい く。

④ 種 々の考えに触れた後、当初の 自分の主張につ いて再度考え、 「カー ド」 に記入す る。

その際、個人の立場、集団 の一員 としての立場の双方の視点か ら自己の判断理 由を分析

して い く。
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⑤ 種 々の価値判断が存在す るなかで、 自分が 自信を もって こうだ と言え る価値観 、考え

を確立 し、集団社会 に生 きる一員 と して 自分 らじさを創 造 してい くため には、ど うして

い った らよいのか を考 えて い く。

⑥ 「カー ド」を完成 し、提 出す る。

活動 の様子を概観 してみる と、 「ピアスを しているとい う外見で その人の人格 を判断 し

て はいけない」、 「誰 に も迷惑 をか けて いない、個人の 自由の問題」等、個人的な視点 か

らピアス賛成派が多数 を 占め、当初 は一方的な展 開にな りかか った。 しか しその後、 「ピ

ア ス、マニ キュアを してい った ら部活動の対外試合 を断わ られた ことが あ ったので、部の

一一員の立場か らは反対 」 とい う意見が 出された。教 師の方で も 「○○高校 の生徒の行動 と

して、世間 はその生徒 およびその高校 を評価す る」 といった意見があ ることを述べ、学校

という集団 の場 に所属す る一 員の立場か らの視点、TPOを 踏 まえ るとい う観点を与え る

ことで考え を対比 させた。

ある班 の話 し合いでは、次のよ うな意見が 出された。

Arす るか しないか は、個人の 自由の問題だ と思 う」

Br自 分 ではそ う思 って も、 ピアスを していることで世間 は うちの高校 をマイナスの

イメー ジでみるで しょう」

C「 ピアスを して いるとい う外見でその人の人格を判断す るの はおか しいん じゃない

か。 日本に ピアスをす る習慣があれば、みん なつ けているんだか ら」

Dr外 見でその人を評価す るの はよ くない とい うの はわか るけど、実際 にはそ う簡単

にいかない し、私 も中学校の ときはそのよ うな評価を少 しして いた」

Er反 対す る大人が若か った頃、 ピアスに代 わる流行があ った と思 う。 その時代の大

人 たちの多 くはそれ に賛成 しなか ったのではないのか。 それ と同 じことだ と思 う」

資料1

『題 材 分 析 カ ー ド 』

自 分 の 考 え ()の 意 見

主 張 の 主 旨

主 張 す る 理 由(根 拠)

理 解(共 感)で き る 部 分

理 解(共 感)で きな い部 分

そ の 理 由

一
自 分 は ど う す べ き か

(自 己 の 行動 の 決断 、 考 え

の 変 化等)

一

印

そ の 判 断 を し た 理 由

個人の立場から 集 団 の 一 員 と して の立 場 か ら

種 々の価 値 観 が 存在 す る

なか で、 自分 に と って の

価 値(考 え)を 確 立 して い

くた め に は、 ど う して い

った らよ いの だ ろ うか
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(4)生 徒の感想

生徒 は話 し合 い活動を通 して、一つの問題 につ いての様 々な考 え方 に接 し、 自 らも考え

を深 めて いった。提 出された 「カー ド」か ら、 「自分流 の価値の選択基準を確立 してい く

ための手法」 について、生徒 の考え をい くつか挙 げてみ る。

ア 自分で よ く考え る。 自分が こうだと思 うことにつ いては きちん と主張 してい く。他人

の言 った ことを鵜呑みに しないで分析す る。

イ とりあえず人の考えを無批判で聞 き入れ、そのあ と批判する。 この批判を しないでお

くと、他 人の価値観がそのまま自分の もの とな って危険。そ うして、 いろい ろな価値を

吸収 し、よ く考え、正 しい と自分が信 じられ るものを選択 し、 自分の もの とす る。

ウ 自分以外の価値(考 え)を 理解 しよ

うと した うえで、 自分 に必要 な ことを

取 り入れて い く。理解 した結果、どの

考え にも共感で きるか らとい って、 自

分の考えが もて な くなるのはだめだ と

思 う。 いろいろな考え方 を知 った うえ

で 、最初 にもっていた 自分 の価値観を

大事 に しなが ら、一番 よい と思 うもの

を選ぶ。選んだ ら自信を もっ。

種 々の価値観の存在 を幅広 く知 り、その上で 自分で しっか り考え、 自己の価値観を確立

して い くことが大切であると記 した生徒が多か った。 さ らに、活動を通 して今まで知 らな

か った考え方 に触れた、様 々な立場 か らの視点を もっ こと も大切 だと思 った等の感想 も見

られ た。

また、友人の意 見を聞いて考えを修正 してい った生徒が いた反面、 自分の考えがまわ り

に支持 され、 自己有用感、 自尊感情を抱いた生徒 も少数ではあ るが見受 け られ た。

(5)結 果 ・考察

身近な題材 にっいて、考えを他者 に問 いか ける場、他者の意見 に触れ る場 を設定 し、 自

分一人で は学 び得なか った考え方、発想方法を体得 し、 自己の考えを深めてい く活動 は、

価値観の形成過程を生徒に意識 させ る上で有効であ ることが確認 で きた。

活動の反省 と して、 「ピアスを して もよい」 とい う主張が単なる欲求の レベルなのか、

自己表現 のひとっの形態 と して の価値観 の問題 なのかをは っきりさせ るべ きで あった とい

う点が残 った。

自分が 自分であ るとい う自己同一性(ア イデ ンティテ ィ)を 確立 してい く過程 には、理

想 と思 う人の生 き方、共感で きる考 えを模倣 し、 自己を同一化 して い く段 階が あるとされ

る。生徒が この段階を経て、他人の影響か ら少 しずつ離れ、本 当の 自分 らしさを創造 し、

自らの在 り方生 き方を確立 して い くためには、 もの ごとを主体的 に考えてい こうとす る積

極 的な態度が不可欠で ある。 また、 自分が生 き生 きと活躍す る場面 を通 して 自信を深めて

い くことも大切である。 このよ うな観点 か らも今回の活動を振 り返 り、今後の指導に生か

してい きたい。
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2事 例2「 自主的 ・実践 的な討論活動」 一 少年 の匿名報道 一

(1)ね ら い ・・

調査結果 によれば、 「高校生になってか らあなたの生 き方 は、次のそれぞれの事柄 にど

の程度影響 を受 けま したか」 とい う設問につ いて、56.4%が 「友人」の項 目で 「かな り受'

けた」 または 「やや受けた」 と回答 してい る。 これ は第2順 位の 「家族」の34.7%を 大 き

く上回 ってい る。 この ことか ら、人間 と しての在 り方生き方 についての指導を進 めるとき、

教師 は現在 の生徒の考え方、生徒が友人か ら受 ける影響 につ いて常 に新 しい情報 を知 る必

要が あ り、また生徒 は友人同士、あるいは先輩 ・後輩の中での活発 な意見交換が必要であ

る と考え る。

そ こで、以下の3っ のね らいの基 に、 クラス内で一つのテーマについて民主的かつ 自主

的 ・実践的な討論会を行 うことに した。

① 自分の考え と他人の考 えを対比 し、新たな考えを構築す ることや 自分 自身の考えを深

化 させ ること。

② 生徒一人一人が人間 としての在 り方生 き方 にっ いての 自覚を深め、現在の社会情勢を

見っめ、将来を見通 しなが ら自らの生 き方 を確立で きるよ うにす ること。

③ 主題に対す る自己の適切 な判断基準や価値観 を養 い、主体的に物事 を選択 ・決定で き

るよ うにす ること。

(2)対 象:2年 生 男子25名 女子10名

実施 クラスにおいては、 もともと自己主張をす る生徒が 目立っ。 これまでのホームル ー

ム活動 において クラス内で討議を した ことがなか った。い きな り討論会 を行 ったので は意

見が なかなか出ないことが十分予測できるので、事前指導に十分な時間をか けることに重

点 をおいた。

(3)方 法

ア 事前指導

事前の ホームルームで、討論内容を各 自が検討で きるよ うに討論のテーマとな る 「保安

処分 」、 「死刑廃止論」、 「少年の匿名報道」にっいての資料を配布 した。 その後、各テ

ーマにつ いて教師が説明を加え、教師の考えを述べた。具体例 を挙げ ることにより、生徒

個人にテーマを しっか り把握 させ られるよ うに した。 この3っ のテーマにつ いては、ね ら

いの二っ 目にもあ るよ うに、社会的な内容を取 り入れ ることによ り、一般社会 についての

意識付 けとす ることを 目的 として設定 した。そ してホームルーム活動の終了時に、他の高

校生が 同 じテ ーマにつ いて述べた意見や考えを載せ た資料 も配布 した。 また、他人の考え

を知 る方法 と してrXか らの手紙」や 「ディベー ト」 にっいて も、以前か らクラス内でや

ってみたいという風潮が生まれた こともあ り、その手法にっいて もどんな ものであるかを

十分 に説明を しておいた。

さらに 「デ ィベー ト」については4名 の クラス内の リーダー的生徒にはその手法を一層

詳 しく説明 してお き、今回の討論活動 は、相手の考えを論破す ることが 目的で はな く、あ

くまで も民主的かつ 自主的 ・実践的な討論活動である ことを指導 しておいた。そ して、本

活動 時にお ける司会者を4名 の中で相談 して当 日まで に決定 してお くよ うに伝えてお いた。
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イ 当 日の指導

最初 に討論会の司会者 の承認を取 り、テーマを何にす るかの話 し合いを もった。生徒 に

とって一番身近で ある 「少年の匿名報道」につ いて、各 自の意見を出 し合 うことに決定 し

た。

本活動において は、 自分の考え と他人の考えを対比 させ るため に、 「記録 カー ド」を作

成 した。当初 の 自分の考 え と違 っている他人の考え方につ いて も共感で きる点 を記録 させ

ることにより、視野の広が り及び 自らの考えにつ いて深化 してい くことを認識 させ る工夫

を した。以下 生徒の 自主的な実践活動の経過を述べ る。

① 司会者が 「少年の匿名報道」につ いて 「現在の高校生 に必要で ある」 と思 って いる生

徒 と 「必要 ではない」 と思 ってい る生徒を教室内で分け させ、 向か い合わせに座 らせ る。

② 討論活動 がは じまる。お互 い質問か ら入 り、相手の出方 を うかが う。

③ 激論が交わ され る。匿名報道の年齢が討論 の中心 にな る(成 人者 にまで討論の対象が

広がる)。

④ 他人の意見に共感を受け、席を移動す る生徒が2名 ほど出 る。

⑤ 意見が一旦出尽 くした ようであ ったので司会者を呼び、 ここで再度資料 に全 員が 目を

通す ことによ って討論の活性化を図 る。

⑥ 再び激論が交わされ る。討論の内容が 「事故 であ った場合」 と 「事件で あった場合」

の違いについて焦点が定 まる。再び座席を移動す る生徒が3名 ほど出る。

⑦ 他人の意見で共感で きる部分や 自分の考え方 の変化 につ いて記録 カー ドに記入 させ る。

⑧ 最終的 な自分の考え について記録 カー ドに記入 させ提 出させる。

ウ 結 果

提 出された記録 カー ドか ら、本時のテ ーマであ る 「少年の匿名報道」について、当初 の考

え と最終的な考え に変化 のあった ものの い くつか は下記 の とお りであ る。

当初の自分の考え 討論後の自分の考え

社会復帰を考えると実名を出すのはまず 人道的に許せ ない ことや、あ まりに もひ ど

い と思 う。若い人が よ く反省 し、 これか ら い ことや った者の名前 は出 して もよいのかな

とい う時に一生 レッテルを貼 られて生 きて と思 うようにな った。 しか し、その人間の将

いかなければならなくなるので匿名報道は 来を考え ると、出すべ きで はない とも思 う。

必要 であると思 う。 どち らと も言えなkな って きた。

匿名報道 はあ った方がよい。親や兄弟等 悪意を もって犯罪を犯 した場合は、未成年

周 りの者がかわいそ う。 者で も出すべ き。事故 の場合 は出 さない。

匿名報道 は15歳 まで は必要。その後 は 事故で起 こった ものにつ いて は名を出さな

大人に近 いので名を出 して もよい。 くて もよいが、 自分 の意志でや った もの につ

いては出すべ きだ。 その時の状況 による。

匿名報道は中学生まででよい。義務教育 やは り名を出 して もよい と思 うが、不慮の

を終えている人 は一般常識を もって いるか 事故 による ものは出せない と思 った。

ら、 名 を 出 して もよ い。
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心を入れ替えて社会に出るときに困るの 本大の 自覚や年齢、事故と事件など色々な

で、匿名報道は必要であ ると考え る。 また 内容 を含 めると、どち らとも言 えな くな って

マスコ ミの報道 は正確でない こと もあるの き た 。

で匿名報道でよいと思 う。

本人が反省 して今後の人生を悔い改めて 事故 につ いては匿名報道 であ って もよいが、

生 きて いこうとして いる時に、就職 を拒否 悪意が ある故意 による ものにつ いて は、実名

された り したので は、その人の人権 をあま 報道 という考え方には共感で きた。最終的に

りに も無視す ることにな るので匿名報道 は は匿名報道 は必要 であると思 う。

必要であ る。

(4)生 徒 の感想

① テーマ に沿 って色 々な意見を色々な人が言 って、た くさんの ことを知 ることがで きた。

② 他人の意見を聞 くことができ考え方が変わ った。 もっと色 々な ことについて皆 と話 し

合 いたい。

③ 司会者が中立で ある必要性が分 か った。

④ 初めての ことでなかなかお もしろか った。新鮮味が あった。 もっとた くさん意見を出

して もらって多 くの人の考え方を聞 きたい。

⑤ 非常にお もしろか ったが熱 くな りす ぎ感情 的に発言す ることはよ くない。 また人の意

見 は最後 まで聞 くべ きで途中で他人の意見をさえ ぎ り、 自分 の意見を述べ るべ きではな

い。 さらに、発言す る人 は自分 の考えを整理 してか ら発 言すべ きだ。

⑥ 授業 よ り大切な ことではないか と思 った。 自分た ちで資料 を集めて行 えば もっと充実

した内容 になると思 う。

(5)考 察

討論活動 は、当初 の予想を はるか に上 回る活発な意見交換の場 とな った。その第一の要

因 は事前指導 にあ り、生徒の興味 ・関心 の高 い題材を設定 し、生徒 の側 と綿密な打 ち合わ

せを してお くことが必要であ る。なお、 日頃の ホームルーム活動で 「他人の考 えや意見 に

っいて知 りた くないか」 とい う教師か らの働 きかけによ り、生徒間にご く自然に 「討論活

動等何かをや ってみよ う」 とい う雰囲気を醸成 させる こと も大切で ある。 また、記録 カー

ドを用 いた ことによ り、討論活動の前後で 自分の考えの変化及び他人の意見、主張につ い

て共感で きる点 を明確 にとらえ ることがで き、最終的 な自分 自身の考えを深化 させ ること

ができた と思われ る。司会の生徒が教室内を二つ に分 け、討論 しやす いよ うに向かい合わ

せに座 らせた ことは、事前に 「デ ィベ ー ト」の手法 にっいて クラス全員に説 明を しておい

たので、それに基づいた もの と考 える。

指導が困難視 され るホームルーム活動における討論活動 は、教師が適切 な題材を設定 し、

具体的な討論方法を指導 ・工夫す る ことによ って、 「人 間 としての在 り方生 き方」に関す

る教育を具体的 に展 開で きることが確認できた。
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3事 例3「 ボラ ンティア活動への動機 付け」

1年 生全員を対象 とするボ ランテ ィア活動入門講座

(1)ね ら い

調査結果を見 ると、ボラ ンティア活動 に興味のな い理由と して 「ど うい うものがあ るの

か分か らないので(情 報の不足)」 、 「今 までにや った ことがないか ら(経 験 の不足)」

を挙げた者が合わせて47.5%お り、また、 ボランティア活動 に参加 したことがあ ると答え

た者の うち、その動機 と して 「学校行事 にあったか ら」を選んだ者が43.5%い た。 この こ

とを考え ると、特別活動の一環 として、ボラ ンテ ィア活動 とはど うい うものかを学 び、基

礎的な技術を習得す ることは、意義あ ることだ と思 われ る。

さ らに、人 間と しての在 り方生 き方の 自覚を深める上で、 「人間 は他人 に関心を もち、

互 いに助 け合 って しか生 き られない」 とい う視点に立っ ことは重要であ る。その意味で も

ボラ ンテ ィア活動 は教育の一っの内容 と して有用であ ると考え られ る。 また、 自己を生か

す能力を養 う上で もボランティア活動 は 「自己実現を可能 にす る新 しい場」 ともな り得 る。

(2)対 象:1年 生 男子84名 女子79名

本校 は、都心 にある一学年4ク ラス(全 校12ク ラス)の 小規模 な学校であ る。数年前

よ り、学校の特色 の一っ として ボランティア活動 に力を入れて きた。

(3)計 画

小 ・中学校段階ではすでに学校 ぐるみでの実践が報告 されて はいるが、高等学校段階で

はホームルーム単位 ・クラブ単位での活動が多いよ うに思われ る。

計画を練 るに当た って、な るべ く大 きい単位で活動で きないかを模索 した。多人数の生

徒 に働 きかける場合、動機付けに重 きを置いた計画にす る必要が ある。それにはど うい う

企画が有効であるかを探 るために、準備段 階で は色々な企画を希望者対象に試 みた。

「救 急法の講習会」、 「車椅子 の介助 法」、 「留学生 との親善バ レー ボール大 会」、

「ボラ ンテ ィア関係者を招 いての講演会」、 「あ しなが街頭募金活動の参加 」、 「夏休み

中の各地域での体験 ボランティアの紹介 と参加」、 「テ レホ ンカー ド・切手を収集 し関係

協会に送 る」、 「近隣の清掃活動」などで きそ うな ものをどん どん行 い、約2年 間 ノウハ

ウを蓄積 した。また、 この間教員 によるボランティア委員会を発足 させ、各関係機関を訪

問 して資料 ・情報の収集に当たるとともに、東京都及び区よ りボラ ンテ ィア協力校の指定

を取 り付 け、社会福祉協議会 との連絡 を円滑 に し、運営費 として助成金 を確保 した。

当初 は全校生徒を対象 に したか なり大掛か りな ものを計画 していた。つ ま り、1学 期 に

動機付けを行 い、講 習会を開いて基礎 的な手話 ・点字 ・介助法な どの技術 を身 に付け させ、

2学 期 には各種の施設 を訪問 して実地に体験を させ、3学 期には生徒個人個人の希望によ

り様 々なボラ ンテ ィア活動をする、等 々 … 。 これを各学期一回ずつ学校行事 と して全

校 をあげて行 う。

しか し、実際には生徒の意識、教員の指導体制、講師や受け入れ施設の確保等 を考え る

と全校で実施す るには無理があ った。そ こで、全校生徒 を対象 とす るとい う趣 旨を尊重 し

なが らなるべ く大 きい単位で実施 する計画を立てた。

結果的 に対象を1年 生に絞 り、内容を班別体験学習形式のボラ ンティア入門講座 を主体
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とした活動 とし、行事の名称 を 「オープ ン ・マイ ン ド・タイム」 とした。名称の 由来 は、

「自分やその周 りだけの狭 い視野か ら抜 け出 し、広勘 世界に気付かせ る」 ことや、 「学力

とは違 う自己の能力の発見」にある。特にボラ ンテ ィアの文字を入れて いないのは、活動

その もの より動機付 けに重 きを置 きたか ったか らである。 また、対象を1年 生 としたの は、

2・3年 生を対象を とす るよ りは、 より新鮮 な気持 ちで いる1年 生の方が効果があ り、毎

年行 えば3年 後には全校生徒 が何等かの活動を した ことにな るか らで ある。活動の メイ ン

とな る体験学 習の内容 は以下のよ うにな った。

① 対象:1年 生全員(4ク ラス約160人)

② コースと内容

人数が多 いので、 コースを複数設 け、なるべ く生徒の希望 に沿えるよ うに した。講座

の内容 は既 に準備段階で経験 しているので、細かな打 ち合わせ はせず にすべて担 当の講

師に任せ た。実施 された内容は以下の ようになった。

「手 話」:手 話 とは何か、耳の不 自由な人は何故話せないのか、障害者 との接

し方な どの話 の後 に、基礎的な手話 の訓練(各 自の名前の表 し方 、

挨拶、感情 の表 し方な ど)を 受けた。

「点 字」:点 字の成 り立ちなどの話や点字パ ソコ ンのデモ ンス トレーシ ョンの

後 に、実際に点字機を使 っての名刺作 りを体験 した。

「ガイ ドヘルプ」 目の不 自由な人 との接 し方や講話を聞き、校舎内でアイマス クを し

ての疑似体験 を した。

「車椅子介助法」 校庭で車椅子の仕組みや扱 い方の説 明の後 に、実際に2・3人 で グ

ループを作 り街 中を廻 った。電動車椅子 の試乗な ども行 った。

「救 命 救 急 法 」 命 の大切 さ ・初期 の対応が いか に大切か などの話の後 、ダ ミーを使

って一人一人が心臓マ ッサージと人工呼吸の技術を習得 した。

③ 実施方法 ・4ク ラスを1・2組 と3・4組 に分 け、 さらにそれぞれを5班 に分けた。

④実施時期 ・1・2組 は2学 期、3・4組 は3学 期。それぞれLHR1時 間 とその前の

授業1時 間で計2時 間を充てた。

⑤ 講 師:手 話 ・点字 ・ガイ ドヘルプはボラ ンティアセ ンターに各2名 の派遣を依頼。

救命救急法 は、所轄の消 防署の職員6・7名 。

車椅子介助法 は学校の近所 に住み、既 に何回か講習会に来ていただいてい

た3名 の方 にお願い した。

(4)実 施

1学 期

2学 期

6月 上旬

中旬

下旬

11月 上旬

中旬

1・2組 ビデオ鑑賞 「遥かな る甲子園」LHR+1時 間

3・4組 同内容

鑑賞後の感想文(LHR)

1・2組 コース希望調査お よび調整

1・2組 の生徒 を対象に5班 に分けて の体験学 習LHR+1時 間
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下旬 体験学習の感想文(LHR)

3学 期1月 中旬3・4組 同内容 で体験学習

(5)生 徒の感想、(体 験学習の感想文 よ り)

*街 で手話を して いる人を見か けた とき、 「あ りが とう」 と言 って いるのが分か り、 うれ

しか った。耳 の不 自由な人の ために役立ちたいと思 う。*体 の不 自由な人への接 し方が分

か ったので、道で困 っていた ら声をかけてあげたい と思 う。*講 義を受 ける前 はつま らな

そ うだ と思 って いた けれど、受 けた後は何か得 したよ うな気分 で、耳の聞 こえ ない人 とち

ょっとは話がで きるかな と思 う。*思 っていたよりもす ご く面 白か った。 た った2時 間の

講習だ ったけれ ど、貴重 な体験 にな った。*手 話の教室 とかあるけど、なか なか行 けない

ので学校でや って もらえる とうれ しい。*今 まで 「耳が聞 こえ ない人は口 もきけない」 と

い うのが不思議だ ったが、講師の先生の話でよ く分 か った。*点 字 は目の見えない人 にと

って はかけがえのない ものだ と分か った。講師の先生がす らす ら読んでいるの にはびっ く

りした。*目 の見えない人 は可哀想だ とだけ しか思 って いなか った けど、本 当は光 のない

世界で一生懸命 に生 きて いるのだ と分か った。*点 字 は目の見え ない人か らすれば読 み書

きで きる唯一の ものなので、今度 は本 を書 いてあげたいと思 った。*目 が見えない とい う

のがいかに大変な ことか分か った。 これ か らは道であ った ら助 けてあげたいと思 う。*す

ご く楽 しか った。点字を通 じて色々な人 に触れ合いたいと思 う。*救 急車が現場 に着 くま

での5分 間で、助か る確率が4倍 になるとは思わなか った。人形を使 っての練習が面 白か

った。*人 工呼吸や心臓マ ッサー ジなん て簡単に考 えていたけれ ど、ちゃん と習わないと

人を助けるどころか、殺 して しま うか もしれない ことなので習えて良か った。*汗 を フキ

フキ教えて下 さった講師の先生に感謝 して います。救急法の大切 さが よ く分か りま した。

*救 急法 は前か ら教 わ りたか ったが、講義の後では もっと色 々な ことが知 りた くなった。

(6)考 察

ビデオ 「遥かな る甲子園」は耳 の聞 こえない高校生たちが野球部 をっ くり、甲子園を 目

指す とい う物語で、生徒たちに書かせた感想文 では、非常 に好評 でボラ ンテ ィア活動への

意識 が高揚 した と思われ る。班別の体験学習は、初回なので色々不備な面が生 じるのを覚

悟 していたが、担 当以外の教員の協力 も得 られ、 スムーズに運営 された。

生徒 たちにはかな りイ ンパ ク トがあ ったよ うで、感想文な どに色 々な 「発見」や 「気づ

き」 を述べていた。 ほとん どが肯定的に と らえてお り、否定的な感想を述べ た者 は一人 も

な く、教員側が期待 した以上 に反応 は良か った。 また、普段教室で教師が手を焼いている

生徒が、車椅子の講習に参加 した後、道で車椅子を使われている方の手助 けを した とい う

エ ピソー ドもある。 したが って、動機付 け というね らいは概 ね成功 した と思われ る。

当初の計画で は動機付 けにとどま らず 、施設訪問や実際の活動を予定 し、規模 も全学年

単位を考えていた。 しか し、 当分の間、 この ままの形で続 けて基盤を しっか りさせ た方が

良 いとい う意見が教員側に多か った。 「気づ き」が あったか らとい って、 それが その後の

行動 に現れることとは別であ る。 もう少 しつ っこんだ勉強を してみたいという生徒 も少数

なが ら出ているので、今後 はどうい う形でそれ らの生徒 に対応す るか、 ど うや って生徒一

人一人の活動を喚起す るか、 また対人間だ けでな く環境 問題 も含めて検討 していきたい。
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4事 例4「 主体 的な進路学習」

一 職場訪問 と報告会 を通 して
、働 くこ とや職業の もつ惹 義を理解 し、進路を考え る 一

(1)ね ら い

調査結果 による と、 「職業を決あ る理 由で一番重視す るもの」 については、68%の 生

徒 が 「仕事の内容」を選んでお り、 「職業につ いての考え方 や感 じ方で一番近 い もの」 に

ついては、57%の 生徒が 「自分の個性 や能 力を生かせ る仕事を して、生 きが いを 見いだ

したい」を選んでいる。 しか しなが ら、 「将来希望 してい る職業が はっき りしていますか」

の設問に、高1で54%、 高2で48%、 高3で も35%の 生徒が 「あま りは っきりして

いない」又 は 「は っきりして いない」 と回答 している。仕事内容 で職業を決め、個性 や能

力を生か して生 きが いを見っ けて いきた いと考えているに もかかわ らず、3年 生 にな って

もまだ3分 の1の 生徒が将来の職業を はっきりさせ られな いの は、働 くことや職業 にっ い

ての学 習不足、 とりわけ直接的 な体験学習の不足による もので はないだろ うか。職 業が 人

生の全てを決定す る訳 ではないが、充実 した人生を送 ろ うと した時、働 くことや職 業の も

っ意義にっ いて考え ることは、大変有意義 な ことであ る。 また生徒一人一人が 自分 の在 り

方生 き方 を考え る上で職場 の生 の姿 を見て来 ることは、貴重 な体験 となる とと もに、 自 ら

の進路を選択 をす る際に有益な点が多 い と考え る。

本事例では、次の2点 を工夫 した。

① 職場訪 問を個人的な学習や体験 だけに とどめず、班活動 の一環 と して とらえ、全員が

少 な くとも一っの係を担 いなが ら班全体 と して取 り組むよ うに した。

② 自分たちが訪問 して得た知識 ・興味 ・関心 を、撮影 して きた写真な どを用 いて模造紙

にま とめた り、質問事項や感想を報告書に まとめて発表す る機会 を設けた りす る ことに

よって、 自分たちが訪問で きなか った他の6っ の職場 にっいて も同様な体験 を積め るよ

うに した。上記①、② の活動を通 して、働 くことの意義や社会の厳 しさを知 るとと もに、

一人一人の主体性 を育成 し、全体 と して まとま りのある活動を行 い、 自分たちの将 来の

展望 と、今後の学 習の ステ ップになる ことをね らい とした。

(2)対 象:1年 生 男子22名 女子19名

本校は1学 年6学 級規模 の普通科の高校で、90%が 進学希望であ る。 また男女の数は、

学校全体で50名 程度男子が多 い。 自由な校風の中で 自律で きる生徒 の育成 に努めてい る。

対象 とな った クラスは、昨年 まで進路指導部を担当 していた教諭が担任 を してお り、入学

当初か ら、1班5～6名 の7つ の班 を編成 し進路学習に重点を置 いた クラス経営を行 って

きた。

(3)方 法

9月 末か ら11月 中旬までに行 った ロングホームルームの指導 内容を、以下 に、項 目ご

とに記す。

ア～ カは、それぞれ ロ ングホームルーム1単 位時間の内容 である。

ア 事前学習①(職 場訪問のね らい、訪 問先の決定、質問事項 の整理 ・検 討、係分担)

進路の選択 は単 に卒業後の行 き先を決め ることで はな く、 自分が人生を どう生 きて い

くか という、人 間と しての在 り方生 き方 に、深 くかかわ る事柄である。 この様 な観点か
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ら進路を考える際 に、働 くことや職業の もっ意義 について考え るな ど、広 い視野か ら自

分の進路を考え るよ うにで きる ことが必要である。そ こで、人生経験豊かな現場の人の

声を聞 き、働 くことの意義や 日頃苦労 して いる点 などを質 問 して来 ることによって、上

記のね らいを達成す るよ うに した。 また、訪問結果を互いに発表 し合 うことによ り、さ

らに広 い視野か ら個 々の進路 を考 え られ るように配慮 した。訪問先 は、学校か ら1時 間

以 内に訪問で きる職場をあ らか じめ7カ 所を選んでお き、班 ごとに話合 いで決定 した。

また、班内の係分担(班 長、副班長、 イ ンタ ビュー係、書記、写真係、お礼状係、報告

書作成係、発表係)や 訪問時の質 問事項の整理 ・検討(企 業データ、生活 データ、求 め

られる学生像 、企業等が1番 力を入れて いる事柄、 その他、を骨子 に班 ごとに自分たち

達で考えた質問事項)も 行 った。

イ 事前学習②(ビ デオ観賞によ る職場の研究)

職場訪問に先立 ち、公官庁作成の ビデオ(20分)と 、企業作成の ビデオ(15分)

の2本 を観賞す る。職場内で様 々な人が働 いてい る姿を職場の側か らの映像 で見 ること

によ り、働 くことの意義や働 いてい る人の意欲、職業の もっ意義等を考えさせ る。 また、

班 ごとに訪問す る職場 に対す る、見学時の観点や、質問事項の整理 ・検討 の参考 とした。

ウ 職場訪問

ロングホームルームの最初の5分 間位で、訪問の仕方、挨拶 の仕方を学習 した。訪問

終了後 、必ず学校 に電話連絡 を入れ るよ うに指示 した。班 ごとに訪問先に向か った。教

員は引率せず、校長の依頼状 を各班の班長 に渡 した。班 によって は、訪問先 での丁寧な

説明 と、見学に時間がかか り訪問終了が午後7時 頃にな った ところ もあ った。 その後、

班 ごとに礼状を作成 した。

工 事後学習①(訪 問結果発表のための作業)

訪問結果を発表す るため、撮影 して きた写真や取材 して きた事柄 を基 に、模造紙 に訪

問結果の概要を書 いた り、詳細な報告書(各 班 ともB5の ワープロ原稿で3ペ ー ジか ら

5ペ ー ジ程度の もの)を 作成 した。また発表係 は発表 のための原稿作 りを した。班員全

員が、1週 間ない しは2週 間後の発表を成功 させ るために力を出 し合 った。 内容が豊富

であったので>1時 間以 内で全部や りきれず に、放課後等を利用 して まとめてい る班が

多か った。 しか し班内の連帯 は深 まり、皆 真剣 に取 り組んでいた。

オ及 び力 事後学習②

(訪 問結果の発表会1、2)

発表会は各班10分 とし2週 に分 けて

行 った。 どの班 も準備万端整えて内容の

濃い発表 とな った。模造紙 に書い た概要

を説明 しなが ら、全員に配布 した報告書

を基 に、 どの班 も10分 間の制限時間一

杯 まで発表 したため、1回 目の4っ の班

の発表 は時間内に終了で きるか心配 した

ほどで あった。発表慣れ して いないせ い

難

一22



と、1回 目は教室で発表を行 ったせいか、発表が聞 き取 りに くい場面 もあった。 この教訓

を生 か して2回 目は視聴覚室で行 った。前回の発表 より分か りやす く、聞き取 りやす くな

った。

(4)結 果 ・考察

発表会終了後、事前学 習か ら事後学習までの一連 の学習 について・ ア ンケー ト調査を行

った。その集計か ら下図のよ うな結果を得 た。

皿やや肯定的 圏やや否定的 ロ否定的

1係 を決 め ると き・ みん なが協力 して決 める こと1

が 出来 ま したか 。

2訪 問先 への質 問事項 の検討 は十分 で きま した

か。

3発 表 のため の作業 はみん なで協力 して出来 ま

したか 。

4自 分達 の発表 は、 自分 な りに良 くで きた と思

い ま したか0

5他 の班 の発表 が良 く分 か りま したか。

6訪 問前に 自分達 が考 え た訪問 の意図 を達成 で

きま したか。

7自 分 が想像 して いた もの と比 べて、職場 の雰

囲気 は厳 しい と感 じま したか。

8企 業訪問 の前 に説明 され た、訪問 のね らいは

良 く分か りま したか。

9ビ デ オ観 賞の 内容は、 職場訪 問の事 前学習 と

して役 に立 ち ま したか。

10職 場 を実 際 にみた こと は、将 来 自分 の進路 を

選択 す る上 で役 にたっ と思 いますか 。

112回 の発 表会 を聞 いて、将 来 自分 の進路 を選

択 す る上 で役 に立っ こ とが あ った と思 い ます か。

12職 場 訪問 によ って 、社会 の一面 に触れ る こと

が出来 た と思 い ます か。
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これによると、設問1～4の クラスの係活動や班活動 に関す るもの に対 しては、肯定的

またはやや肯定的 な回答が大変多 く、設問5、6の 発表や訪問の意図 について もよ く理解

で きてお り、 クラスの係活動や班活動を通 して生徒一人一人が得 た もの は、多か ったと考

え られ る。 しか し、設問8の 訪問のね らいや、設問9～11の 「役 に立 ったか」 とい う設

問 にはまだは っき り答え られない生徒が多い。設問12の 「社会の一面 に触れ ることがで

きたか」 について は殆 どが肯定的 に答えてお り、 この活動が有効であ った ことを物語 って

いる。班 ごとの報告書 による感想では、初めは 「面倒 くさい」、 「嫌 だ」 と思 っていた生

徒7名 の内5名 が 、訪問後には 「や って とて も良か った」に変わ った。若干名だが 自分の

将来 と重ね合わせ て、 「こうい う仕事 にっ くな ら理数系を学んだ方がよい」、 「編集 者に

なるには大卒が有 利で短大卒だ と編集の仕事にっ けない」など具体的に身近 な進路にっい

て言及 して いる生徒 もいた。現代 は仕事が細分化 され、職業人の多 くが給与所得者 とな っ

てお り、親が仕 事をす る姿す ら殆 ど見た ことがない生徒が多い。生徒 に職場訪問の機会を

設け ることは、主体的に進路を選択 してい くために必要な試みであると考 え られ る。また

1回 限 りに終 らず継続的 に学習を してい くことが必要であ る。

一23一



Vま と め

生徒 は、ホームルーム とい う集団の中で 自己を高めてい くことの重要性を認識 す ることによ

って、 「学ぶ意欲」を高 めて い く。 また、ホームル ーム という集団の中で自己理解 ・相互理解

を深化 させ ることによ ってv集 団への 「帰属意識」を 自然 には ぐくんでい く。

ホームルーム活動 を中心 とす る特別活動の究極的な 目標 は、 自主的、実践的な態度 の育成 と、

人間と しての在 り方生 き方 についての自覚を深 め、 自己を生かす能力を養 うことである。

この ことか ら本年度研究員 は、 「人 間と しての在 り方生 き方についての自覚を深 め、 自己を

生かす能力を養 う指導の工夫」を研究主題 と し、 ホームルーム活動に焦点を当て、人 間 として

の在 り方生 き方の指導 にっ いて研究 を行 った。

初めに生徒の意識 を知 るため、調査 の柱を① 自己理解 につ いて、②進路 について、③ ボラン

ティア活動 にっいて、④生 き方 につ いての4領 域 とす る47項 目のア ンケー ト調 査を実施 した。

この結果、①か らは、 自 ら進ん で役割を遂行す るとい った奉仕の精神が乏 しい点 や、教師や

地域の人などとの人 間関係の稀薄 さなどが うかがえた。②か らは、何 らかのかたちで教師か ら

の指導 ・助言の必要性を訴え る生徒が7割 以上 に達 していることが分 か った。③ か らは、 ボラ

ンテ ィア活動 によ って 自己有用感 を得 た生徒が多 いことが分か った。④か らは、他者か らの影

響が少ないと回答 した生徒の方が 「楽 しければいい」 といった、やや刹那的な人生観 を もっ こ

とが分か った。いずれ も興味深 い結果 とな って いる。

これ らの分析か ら、教師が どの よ うに指導 ・助言すれば、① 自らに対す る理解が深 ま り、 自

分 らしさを育て られ るのか、② 自己有用感 や他人 に対す る思いや りの心を培 うことがで きるの

か、③望 ま しい職業観 ・勤労観を身 に付け られ るのか、 などの問題意識を もっ とともに、 ホー

ムルーム活動の充実 ・工夫の必要性を実感 した。

調査結果の分析 ・考察か ら、望 ま しいホームルーム活動 の在 り方にっ いて検討 を行 い、指導

方法の工夫を提言す るとともに、以下のよ うな研究員の所属校 における実践例 を示 した。

(1)「自分 らしさの創造 」

② 「自主的 ・実践的な討論活動」

(3)「ボラ ンテ ィア活動 への動機付け」

(4)「主体的な進路学習」

本報告書では、 ア ンケー ト調査の4領 域の分析 ・考察か ら提言を行 い、実践例を示 したが 、

ここに挙げ た もの以外 に も様 々な創意工夫が考 え られ る。多様化 して きた生徒 を対象 と して

「人間と しての在 り方生 き方」の指 導を考え るとき、生徒 の価値観の多様化 につ いて は、今後

さらに研究す る必要性が ある。

ことに、冒頭 に述べ た ごと く生徒 自らが、 「人間 と しての在 り方生 き方 についての 自覚 を深

める」 とい うことを特別活動の大 きな 目標 と して考えた とき、私たち教師にとって、ホームル

ーム活動等の学校生活全体を通 じて
、生徒同士が人間関係を深め られ るよ うにす ることが重要

な課題 となる。 さ らに、生徒の実態 に即 して具体的に指導のね らいを定 め、身近な問題点を踏

まえて指導 ・助言を行 うことや、生徒の 自主的 な活動意欲の育成 に努める ことが肝要 である。

そのためには、教師が積極的に生徒 との人間関係を築 いて い くことが大切であ ると考え る。
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